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平成27年(2015年)

［2面］各種健(検)診の締切迫る ［3面］私立高等学校等入学資金融資あっせん

［7面］江東きっずクラブ・学童クラブ指導員(非常勤)募集、児童会館体育指導員(非常勤)募集

今号の
主な内容

▲ゆりかもめ豊洲駅と歩行者デッキで接続 ▲開放感のある1階ギャラリー

現在豊洲駅前に整備を進めている｢豊洲シ

ビックセンター｣のオープン日が今年9月24日

(木)に決定しました。発展を続ける区南部地

域にふさわしい新たな拠点施設として、主に

出張所、文化センター、図書館の機能を備え

た複合施設です ▢問 区民課豊洲シビックセン

ター開設準備担当☎3647-8459

このほか、施設利用者のための駐車場

と駐輪場を整備します。

また、太陽光パネルや雨水利用の機能

を備えるとともに、建物周囲や壁面だけ

でなく、8階から屋上にかけて階段状に

緑を配し、連続した緑化空間を設けます。

さらに、災害時の備えとして防災倉庫を

整備します。また、豊洲長寿サポートセ

ンター(高齢者の総合相談窓口)が、3階

に移転します［豊洲長寿サポートセンタ

ーに関する問合せ］豊洲長寿サポートセ

ンター☎5859-0566

9階・10階・11階(一部)に現在の約1.8倍の広さで開設します。

9階は静かな読書環境の一般のフロア、10階は児童とYA(ティー

ンズ)のフロア、11階の一部には主に乳幼児を対象とした、遊び

と読書が楽しめる｢おはなしのへやキッズ｣を配置します。

自動貸出返却や予約資料の自動受取りシステムも導入し、一

段とサービスアップした利便性の高い図書館となります▢問 豊

洲図書館☎3536-5931

9／24(木)9：00から利用を開始します。1階ギャラリ

ーのほか、4階から8階にかけて、300席のホールをはじ

め、音楽練習室、レクホール、サブ・レクホール、研

修室8室、和室、茶室を備えます［利用料金］5面に一覧

表を掲載［施設自動抽選エントリー開始］9月分からの

利用にあたり、2／20(金)から順次、インターネットに

よる施設利用申込(自動抽選)の受付を開始します。た

だし、9月〜平成28年2月分のホール利用申込は豊洲文

化センターで2／15(日)9：00から受付を開始し、10：00

から施設抽選会(一斉受付)を実施します※ギャラリー

はインターネットでの利用申込不可。詳細はお問い合

わせください▢問 豊洲文化センター☎3536-5061

これまでの機能に加え、新たに戸籍届書の受付や子

育て支援関係の業務も行います。開庁時間は区役所本

庁舎と同様に、毎週水曜19：00まで延長するとともに、

毎月第3日曜(3月は第4日曜)に日曜窓口(保育園入園相

談を除く)を開設します。また、移転に伴い、名称を豊

洲特別出張所と変更し、併設する豊洲区民館は廃止し

ます。

▲広々とした図書館

▲外の景色が見える開閉パネルを備えた300席のホール

［所 在 地］ 豊洲2-2-18

［敷地面積］ 約3,300㎡

［建物規模］ 地上12階、地下1階

▢問 豊洲出張所
☎3531-6316

○戸籍関連証明書の交付(一部の除籍謄抄
本、不在籍証明等)

▢問 子育て支援課給
付係☎3647-4754

○児童手当の申請受付(申請、変更、現況届)
○子ども医療費助成申請受付(申請、変更、
再発行、医療費払戻)

▢問 保育課入園係
☎3647-4934

▢問 区民課戸籍係
☎3647-3163

○戸籍関係の届書受理(出生、婚姻、転籍、
死亡、不受理申出)※外国人の方の届出
は、本庁のみの受付となります。

○保育園の入園相談(一斉入所の申込時期
には臨時受付窓口も開設)

主管課新たな業務
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阪
神
・
淡
路
大
震
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で
︑
ボ
ラ
ン
テ
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要
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が
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ま
で
を
﹁
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週

間
﹂
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定
め
ら
れ
ま
し
た
︒
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の
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会
に
各
家
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の
防
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い
︒
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減
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対
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︑
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︑
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︒
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︑
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︑
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︒
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︒
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︑
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︑
台
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︑
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︑
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会
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治
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理
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の
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︑
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︑
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︒
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︑
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︑
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︒
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︑
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︑
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︑
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︑
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︑
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︑
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︒
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︑
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︒
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国
一
斉
に
工
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ

ま
す
︒
こ
の
調
査
は
︑
我
が
国
の
製

造
業
の
実
態
把
握
を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
︑
調
査
結
果
は
行
政
施
策
の
た

め
の
基
礎
資
料
や
︑
学
術
研
究
︑
市

場
予
測
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
幅

広
く
利
用
さ
れ
ま
す
︒

調
査
は
従
業
者
�
人
以
上
の
製
造

業
の
事
業
所
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
︒

た
だ
し
︑
規
模
を
把
握
す
る
た
め
︑

す
べ
て
の
製
造
業
事
業
所
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対
し
て
︑

事
業
所
名
や
従
業
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ど
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認

に
伺
い
ま
す
︒

�
月
中
旬
に
統
計
調
査
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象

の
事
業
所
に
伺
い
ま
す
の
で
︑
調
査
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の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
︒

▢問
地
域
振
興
課
統
計
調
査
係

☎
(
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�
�
)
�
�
�
�

▲Android用 ▲iphone用

江東区の当日の有権者数は395,474人で、

投票率は56.03％でした(前回は64.05％)。

なお、44,097人(11.15％)の方が、選挙前日

までに期日前投票を行いました(前回は

37,068人(9.59％))。開票は即日で行われ、

各候補者の得票数などの選挙結果は次のと

おりです。

12月14日

衆議院議員選挙行われる

胃がん

各種健(検)診内容 ※対象者の自己負担金は検診費用の1割相当額

口腔内診査
計測・血圧・尿・
血液・心電図・眼
底・胸部Ｘ線

検査
内容

無料無料
※自己
負担金

20・25・30・35・40
・45・50・55・60・
65・70歳の区民

40歳以上の江東区
国保加入者・後期
高齢者医療加入者
・生活保護受給者

対象者

おとなの
歯科検診

健康診査

1,000円

視触診、
マンモグ
ラフィ

40歳以上
の偶数年
齢の女性
区民

乳がん

500円

血液検査
(PSA検査)

55・60・65
歳の男性
区民

500円

屈折・矯正
視力・細隙
燈顕微鏡・
眼圧・眼底

50・55・60歳
の区民

眼科検診
前立腺
がん

500円

胃部X線検
査(バリウ
ム使用)

35歳以上の
区民

800円

胸部X線検
査、喀痰検
査
(該当者のみ)

40歳以上の
区民

肺がん

500円

便潜血検査

40歳以上の
区民

大腸がん

600円

内診、視
診、子宮
頸部細胞
診

20歳以上
の偶数年
齢の女性
区民

子宮頸
がん

災害時の情報確認・連絡方法 災害時の正しい情報入手や、家族との
連絡方法を確認しておきましょう。

多くの方が一斉に電話をかけ、かかりづらくなる地震発生時。こんなとき安否確認や集合場所の連
絡に役立つのが災害用伝言ダイヤル。毎月1日と15日等に体験利用ができるので、試してみましょう。

〇がんの部位では、男性は「肺がん」「胃

がん」、女性は「乳がん」の死亡率が高

く、23区中でも上位(江東区保健衛生

事業概要より)

江東区の平成24年死因割合

33.2%1,241悪性新生物(がん)

100.0%3,739総数

構成比死亡人数死因

15.5%580
心疾患(高血圧性

を除く)

9.7%362脳血管疾患

衆議院(小選挙区選出)議員選挙の結果(敬称略・得票順)

85,714(比例当選)自由民主党あきもと 司

88,507(当選)維新の党柿沢 未途

得票数届出政党候補者名

8,759いの たかし

31,384日本共産党吉田 としお
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例

▢時
日
時

▢場
場
所

▢集
集
合

▢人
対
象
・
定
員

▢費
費
用

▢内
内
容

▢師
講
師

▢保
一
時
保
育

▢締
締
切
日

▢申
申
込

▢問
問
合
先

▢
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▢ｅ
Ｅ
メ
ー
ル

HP

毎週水曜、区役所本庁舎の窓口時間を午後7時まで延長しています。取り扱い業務の詳細については各担当窓口へご確認ください。

退
職
な
ど
で
国
民
健
康
保
険
に
加

入
す
る
と
き
や
︑
会
社
等
の
健
康
保

険
に
加
入
し
た
こ
と
に
よ
り
国
民
健

康
保
険
を
や
め
る
と
き
は
︑

日
以

14

内
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
︒

次
に
該
当
す
る
方
は
︑
国
民
健
康

保
険
の
加
入
対
象
と
な
り
ま
す
︒
手

続
き
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
︑
早
急

に
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
︒

○
現
在
無
職
で
︑
他
の
健
康
保
険
の

被
扶
養
者
に
該
当
し
な
い
方

○
退
職
後
に
会
社
等
の
健
康
保
険
の

任
意
継
続
に
加
入
せ
ず
︑
現
在
も

無
職
の
方

○
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
・
ア
ル
バ
イ
ト

契
約
を
し
て
い
る
方
の
う
ち
︑
そ

の
会
社
等
の
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
な
い
方

○
個
人
経
営
の
事
業
主
と
そ
こ
に
お

勤
め
の
方
で
︑
他
の
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
な
い
方

※
社
会
保
険
強
制
適
用
事
業
所
︵
株

式
会
社
・
有
限
会
社
・
財
団
法
人
等
︶

に
お
勤
め
の
方
は
︑
国
民
健
康
保
険

へ
の
加
入
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
︒

▢問
医
療
保
険
課
資
格
相
談
係

☎
(
�
�
�
�
)
�


�
�

℻
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

区
で
は
︑
平
成

年
�
月
に
中
学

27

校
を
卒
業
し
︑
私
立
の
高
等
学
校
・

高
等
専
門
学
校
ま
た
は
専
修
学
校
の

高
等
課
程
︵
修
業
年
限
が
�

年
以

上
︶
へ
入
学
す
る
お
子
さ
ん
の
保
護

者
に
対
し
︑
入
学
資
金
の
融
資
を
指

定
の
金
融
機
関
へ
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
︒

融
資
の
対
象
は
入
学
金
等
の
入
学

時
に
納
入
す
る
資
金
お
よ
び
制
服
代

等
︑
入
学
時
に
必
要
な
諸
経
費
で
す
︒

※
こ
の
制
度
は
今
年
度
で
終
了
し
ま

す
︒

﹇
申
込
者
の
資
格
要
件
﹈

○
江
東
区
内
に


年
以
上
居
住
し
︑

進
学
予
定
者
と
同
居
し
て
い
る
こ

と
○
年
齢
が
満

歳
以
上
で
あ
る
こ
と

20

○
住
民
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

○
借
入
金
の
償
還
能
力
が
十
分
で
あ

る
こ
と

﹇
融
資
の
条
件
﹈

○
同
一
勤
務
先
の
勤
務
年
数
︵
自
営

業
の
方
に
つ
い
て
は
︑
同
一
業
種

の
営
業
年
数
︶
が
満
�
年
以
上

○
融
資
金
額
は

万
円
か
ら







10

万
円
ま
で
︵


万
円
単
位
︶
融
資

利
率
は


・

％
︑
区
が
半
分
の

15

利
子
補
給
を
す
る
の
で
実
質


・

�
�
�
％

○
償
還
期
間
は
�
年
以
内

○
償
還
方
法
は
﹁
融
資
を
受
け
た
月

の
翌
月
か
ら
﹂
元
金
均
等
ま
た
は

元
利
均
等
の
月
賦
償
還

﹇
保
証
﹈

融
資
を
受
け
る
際
に
は
︑
担
保
・

連
帯
保
証
人
等
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

が
︑
か
わ
り
に
信
用
保
険
に
加
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
︒
保
証
料
に
つ
い

て
は
区
が
負
担
し
ま
す
︒

﹇
受
付
期
間
﹈
�
月
�
日
︵
火
︶
ま
で

﹇
受
付
場
所
﹈教
育
委
員
会
庶
務
課
庶

務
係
︵
区
役
所
�
階


番
︶

﹇
必
要
書
類
等
﹈

○
進
学
予
定
校
入
試
要
項
︵
納
付
金

額
等
の
分
か
る
も
の
︶

○
源
泉
徴
収
票
︵
平
成

年
分
︶
ま

26

た
は
︑
確
定
申
告
書
︵
平
成

年
分

25

の
控
︶

○
印
鑑
︵
融
資
の
際
に
は
健
康
保
険

証
︑
実
印
等
が
必
要
︶

﹇
注
意
事
項
﹈

受
付
の
際
に
申
請
書
の
記
入
お
よ

び
融
資
の
可
否
に
つ
い
て
予
備
審
査

を
行
い
ま
す
の
で
︑
必
ず
保
護
者
の

方
が
お
い
で
く
だ
さ
い
︒
金
融
機
関

に
申
し
込
ん
で
か
ら
融
資
ま
で

日
10

区
で
は
︑
区
内
中
小
企
業
や
商
店

等
が
Ｐ
Ｒ
や
販
路
拡
大
の
た
め
︑
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
費
用
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
︒

﹇
補
助
対
象
﹈

区
内
の
中
小
企
業
ま
た
は
区
内
中

小
企
業
団
体
が
作
成
す
る
新
規
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
※
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
対

象
外

﹇
補
助
対
象
経
費
﹈

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
に
係
る
委

託
費
︵
外
部
委
託
の
場
合
︶

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
ソ
フ
ト
お
よ

び
そ
の
解
説
本
の
購
入
費
︵
自
前

作
成
の
場
合
︶

※
パ
ソ
コ
ン
等
設
備
購
入
費
︑
通
信

経
費
︑
維
持
管
理
費
用
等
は
対
象
外

﹇
補
助
金
額
﹈

補
助
対
象
経
費
の
�
分
の


以
内

で
�
万
円
を
上
限
※
中
小
企
業
団
体

が
開
設
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
︑
補

助
対
象
経
費
の
�
分
の


以
内
で
30

万
円
を
上
限
※
詳
細
は
区
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
︒

▢申
申
請
書
に
必
要
書
類
・
資
料
等

を
添
付
し
︑
経
済
課
産
業
振
興
係

︵
区
役
所
�
階

番
︶
窓
口
で

29

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

区
は
︑
一
般
環
境
の
ア
ス
ベ
ス
ト

調
査
を
昨
年
�
月
に
�
地
点
︵
豊
洲

�
丁
目
︑
亀
戸
�
丁
目
︑
東
陽
�
丁

目
︶
で
実
施
︵
連
続
す
る
�
日
間
︶

し
ま
し
た
︒
区
内
�
地
点
の
総
繊
維

数
濃
度
の
平
均
値
は
︑
そ
れ
ぞ
れ



・


�
�
︑


・


�
�
未
満
︑



・


�


︵
本
／
ℓ
︶と
な
り
ま
し
た
︒

程
か
か
り
ま
す
︒
入
学
金
の
納
付
期

限
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
︒

▢問
教
育
委
員
会
庶
務
課
庶
務
係

☎
(
�
�
�
�
)
�


�



℻
(
�
�
�


)
�
�





ア
ス
ベ
ス
ト
濃
度
に
は
環
境
基
準

は
設
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
︑
Ｗ
Ｈ

Ｏ
︵
世
界
保
健
機
関
︶
に
よ
る
と
都

市
に
お
け
る
大
気
中
の
ア
ス
ベ
ス
ト

濃
度
は
一
般
に


～

本
／
ℓ
で
︑

10

こ
の
程
度
で
あ
れ
ば
健
康
リ
ス
ク
は

検
出
で
き
な
い
ほ
ど
低
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
︒
区
の
調
査
結
果
は
こ
の
数

区
内
福
祉
施
設
の
安
定
的
な
人
材

確
保
を
目
的
と
し
て
︑
高
齢
者
お
よ

び
障
害
者
施
設
・
事
業
所
に
よ
る
集

団
面
接
会
﹁
福
祉
の
し
ご
と

相
談

・
面
接
会
﹂
を
開
催
し
ま
す
︒

法
21

人
が
出
展
を
予
定
し
︑
求
人
面
接
を

行
う
と
と
も
に
︑
福
祉
の
仕
事
に
関

す
る
就
労
相
談
を
行
い
ま
す
︒

参
加
費
無
料
︑
入
退
場
・
服
装
自

由
で
す
の
で
︑
福
祉
の
仕
事
を
探
し

近
年
︑
急
成
長
し
て
い
る
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
市
場
規
模
は
平
成

年
度
に

兆
円
を
突
破
し
ま
し
た
︒

25

11

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
も
急
速
に
普
及
し
︑
消
費
者
の
行

動
も
店
頭
販
売
か
ら
ネ
ッ
ト
販
売
へ

と
変
化
し
つ
つ
あ
り
︑
個
人
向
け
Ｅ

Ｃ
︵
電
子
商
取
引
︶
市
場
も
拡
大
傾

向
で
す
︒
こ
の
市
場
の
変
化
を
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
︑
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
を
販
路
拡
大
に
生
か
し
ま
せ
ん

か
？
楽
天
株
式
会
社
か
ら
講
師
を
招

き
︑
ネ
ッ
ト
販
売
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
お

伝
え
し
ま
す
︒

▢時
�
月

日
︵
水
︶
午
後
�
時
～

18

�
時

▢場
産
業
会
館
�
階
第


会
議

室
︵
東
陽
�
︱

�
︱

︶
▢人
区
内

18

に
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業
の
経

営
者
ま
た
は
従
業
員
の
方

人
︵
申

30

込

順
︶
▢費
無

料

▢師
小

野

由

衣

︵
楽
天
株
式
会
社
︶

▢申


月

日
︵
金
︶
か
ら
電
話
ま

16

た
は
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
に
①
会
社

名
︵
参
加
者
名
︶
②
住
所
③
電
話
番

号
④
業
種
を
記
入
し
︑
経
済
課
産
業

振
興
係
へ

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

▢ｅ
0
6
0
2
0
2
0
@
c
ity
.k
o
to
.lg
.jp

▲小野由衣さん

値
を
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
︑
問
題

と
な
る
濃
度
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
︒
区
で
は
︑
今
後
も
推
移
を
み

る
た
め
︑
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
を
継
続

し
て
い
き
ま
す
︒

▢問
環
境
保
全
課
調
査
係

☎
(
�
�
�
�
)
�


�
�



時
間
程
度
︑
出
展
法
人
の
Ｐ
Ｒ
会

を
実
施
︒
相
談
・
面
接
開
始
は
Ｐ
Ｒ

会
終
了
後

▢場
テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う

地
下



階
大
会
議
室
・
中
会
議
室

︵
住
吉
�
︱

︱

︶
※
都
営
新
宿

28

36

線
・
東
京
メ
ト
ロ
半
蔵
門
線
﹁
住
吉

駅
﹂
Ａ
�
出
口
徒
歩
�
分

▢人
福
祉
の
仕
事
を
探
し
て
い
る
方

・
興
味
の
あ
る
方

▢費
無
料

▢内
施

設
・
事
業
所
の
Ｐ
Ｒ
・
求
人
説
明
︑

就
労
相
談
・
面
接
︑
福
祉
の
仕
事
や

資
格
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
相
談
コ
ー

ナ
ー
な
ど
﹇
主
催
﹈江
東
区
︑
江
東
区

社
会
福
祉
協
議
会
︑
東
京
都
福
祉
人

材
セ
ン
タ
ー
︑
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
木
場

﹇
求
人
に
関
す
る
問
合
先
﹈ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
木
場
事
業
所
第
一
部
門

☎
(
�
�
�
�
)
�
�


�

※
求
人
情
報
の
一
覧
は
︑


月

日
21

︵
水
︶
か
ら
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
木
場
の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ
︵

▢

h
t
t
p
:

HP

/
/
t
o
k
y
o
-h
e
llo
w
o
r
k
.

js
it
e
.

m
h
lw
.g
o
.jp
/
lis
t/
k
ib
a
.h
tm
l︶
で

公
開
予
定

▢問
福
祉
課
指
導
担
当

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�



℻
(
�
�
�
�
)
�


�
�

て
い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
︑
興
味
の
あ

る
方
も
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
︒

※
面
接
を
ご
希
望
の
方
は
履
歴
書

︵
コ
ピ
ー
可
︶
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

︵
会
場
で
所
定
の
書
式
に
記
入
し
面

接
す
る
こ
と
も
可
能
︶
︒

ま
た
︑
別
室
で
認
知
症
カ
フ
ェ
お

よ
び
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

︵
要
事
前
予
約
︶も
開
催
し
ま
す
︒
詳

細
は
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な

る
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

▢時
�
月
�
日
︵
金
︶
午
後


時
～

�
時
︵
午
後


時
半
受
付
開
始
・
�

時
半
受
付
終
了
︶
※
午
後


時
か
ら



4平成27年(2015年)�月11日
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http://www.city.koto.lg.jp/m(携帯)

有关生活信息请査阅江东区主页。其刊载内容能用翻译软件同时阅览。

코토구(江東區) 홈페이지의 게재 정보는 동시 번역으로 보실 수 있습니다. 생활을 위한 정보등은 이쪽을 봐 주십시오.

1／18(日)9：00〜16：00、区役所本庁舎で窓口業務を行います。取り扱い業務の詳細については、各担当窓口にご確認ください

シ
ニ
ア
世
代
を
対
象
に
︑
具
体
的

で
実
践
的
な
内
容
の
地
域
活
動
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
︒
高
齢
者
の
語

り
場
﹁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
﹂
作

り
の
活
動
に
取
り
組
む
講
師
の
講
演
︑

参
加
者
同
士
の
自
由
な
ト
ー
ク
︑
情

報
交
換
︑
事
例
紹
介
な
ど
で
ア
プ
ロ

ー
チ
方
法
を
学
び
ま
す
︒

﹁
地
域
で
の
活
動
体
験
﹂
で
は
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
団
体
の
中
か
ら
�

か
所
を
選
び
�
日
活
動
体
験
︒
地
域

活
動
へ
の
参
加
の
き
っ
か
け
と
自
信

づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
︒

▢時

▢内
下
表
の
と
お
り

▢人
区
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね

代
後
半
～

代
の
方

人
︵
申
込

50

60

40

順
︶
▢費
無
料

▢締
�
月
�
日
︵
金
︶

▢申
�
月

日
︵
月
︶
か
ら
高
齢
者

19

支
援
課
地
域
福
祉
係
︵
区
役
所
�
階

�
番
︶
に
電
話
ま
た
は
窓
口
で

☎
(
�
�


�
)
�


�



※
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込

み
で
き
ま
す
︒

ベ
ラ
ン
ダ
で
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を

通
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
進

め
る
講
座
で
す
︒
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

ベ
ラ
ン
ダ
で
バ
ラ
を
楽
し
く
育
て
る

方
法
を
学
び
な
が
ら
︑
参
加
者
同
士

の
交
流
を
深
め
ま
す
︒
緑
の
中
の
都

市
づ
く
り
に
あ
な
た
も
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
︒

▢時
�
月
�
日
︵
火
)
・

日
︵
木
)

19

・

日
︵
木
︶
午
後
�
時
～


時
︵
全

26
�
回
︶
▢場
古
石
場
文
化
セ
ン
タ
ー

︵
古
石
場
�
︱

︱

�
︶
▢人
区
内
在

13

住
で

歳
以
上
の
全
回
参
加
で
き
る

16

方

人
︵
抽
選
︶
▢費
�
︑
�
�
�
円

25

︵
材
料
費
等
︶
▢内
バ
ラ
に
つ
い
て

の
基
礎
知
識
と
育
て
方
※
バ
ラ
の
苗

を
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す

▢師

河
合
伸
志
︵
バ
ラ
育
種
家
︶
▢保
�

歳
�
か
月
～
就
学
前
児
童
︵
無
料
・

申
込
時
要
予
約
︶
▢締
�

月

日
20

︵
火
︶
消
印
有
効

▢申
往
復
は
が
き
に
①
氏
名
︵
ふ
り

が
な
︶
②
年
齢
③
住
所
④
電
話
番
号

⑤
一
時
保
育
を
希
望
す
る
場
合
は
︑

こ
ど
も
の
氏
名
︵
ふ
り
が
な
)
・
性

別
・
生
年
月
日
を
記
入
し
︑
〒

︱

135

区
役
所
管
理
課
Ｃ
Ｉ
Ｇ
推
進
係
へ

8383※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
込
で
き

ま
す

☎
(
�
�


�
)
�
�
�
�

自
己
Ｐ
Ｒ
の
仕
方
や
応
募
書
類
の

作
成
方
法
な
ど
を
︑
講
義
と
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
習
得
し
ま
す
︒

面
接
実
践
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
も

参
加
者
同
士
で
行
い
ま
す
︒

就
職
活
動
を
具
体
的
に
考
え
て
い

な
か
っ
た
方
も
︑
初
歩
的
な
内
容
か

ら
講
師
が
お
教
え
し
ま
す
︒

▢時
�
月

日
︑
�
月
�
日
︵
木
曜

29

全
�
回
︶
午
後
�
時
～


時

▢場
江

東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
︵
東
陽


︱

11

︱

�
︶
▢人
区
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

の
お
お
む
ね

歳
～

歳
ま
で
の
方

18

35

人
︵
抽
選
︶
▢費
無
料

▢内
﹇
�
日

20目
﹈適
職
診
断
︑
自
己
理
解
︑
Ｊ
Ｏ
Ｂ

カ
ー
ド
作
成
﹇
�
日
目
﹈志
望
動
機
作

成
・
発
表
︑
面
接
対
策
実
践

▢師
川

端
康
生
(
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
木
場
産
業

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
)

▢締
�

月

日
21

︵
水
︶
必
着

▢申
電
話
︑
フ
ァ
ク
ス
︑
は
が
き
ま

た
は
メ
ー
ル
に
①
講
座
名
②
住
所
③

区
内
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
市
民

活
動
団
体
の
活
性
化
の
た
め
に
︑
仲

間
や
団
体
同
士
の
つ
な
が
り
と
資
金

力
ア
ッ
プ
を
テ
ー
マ
に
�
つ
の
講
座

を
開
催
し
ま
す
︒
す
で
に
活
動
を
し

て
い
る
方
や
︑
こ
れ
か
ら
何
か
活
動

し
た
い
と
考
え
て
い
る
方
は
︑
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
︒

▢時
①
�
月
�
日
︵
金
︶
午
後
�
時

～


時
半
②
�
月

日
︵
火
︶
午
後

17

�
時
～


時
半

▢場
江
東
区
文
化
セ

ン
タ
ー
︵
東
陽


︱

︱

�
︶

11

▢人
地
域
活
動
に
関
心
の
あ
る
区
民

の
方
お
よ
び
区
内
で
活
動
す
る
市
民

活
動
団
体
︵
町
会
・
自
治
会
︑
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
︑
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
︶

の
方
各
回

人
︵
申
込
順
︶
▢費
無

30

料

▢内
①
つ
な
が
り
の
き
っ
か
け
～

活
動
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
仲
間
を

集
め
る
に
は
～
②
資
金
力
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
大
作
成
～
活
動
を
支
え
る
資
金

を
集
め
る
に
は
～

▢師
①
西
川
正

︵
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ン
ズ
オ
ン
！

埼
玉
常
務
理
事
︶
②
坂
口
和
隆
︵
認

定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ

ー
事
務
局
次
長
︶
▢締
�

月

日
29

︵
木
︶
※
定
員
に
な
り
し
だ
い
終
了

▢申
�
月

日
︵
金
︶
か
ら
電
話
ま

16

た
は
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
に
①
講
座

名
②
氏
名
③
電
話
番
号
④
活
動
し
て

い
る
方
は
所
属
団
体
名
を
記
入
し
︑

区
民
協
働
推
進
担
当
へ

☎
(
�
�


�
)


�
�
�

℻
(
�
�


�
)






�

▢ｅ
k
y
o
d
o
-ta
n
@
c
ity
.k
o
to
.lg
.

jp

�
月

日
～

日
は
全
国
学
校
給

26

30

食
週
間
で
す
︒
こ
の
期
間
に
あ
わ
せ

て
学
校
給
食
食
育
展
を
開
催
し
ま
す
︒

江
東
区
学
校
給
食
の
歴
史
や
現
代
の

氏
名
︵
ふ
り
が
な
︶
④
年
齢
⑤
電
話

番
号
を
記
入
し
︑
〒

︱

亀
戸
�

136

0071

︱

︱

青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

41

16

☎
(
�
�


�
)
�
�
�



℻
(
�
�


�
)


�
�
�

▢ｅ
5
5
2
1
6
2
0
@
c
ity
.k
o
to
.lg
.jp

給
食
・
食
育
風
景
︑
献
立
等
を
紹
介

し
ま
す
︒
学
校
給
食
の
今
昔
を
ご
紹

介
す
る
貴
重
な
機
会
で
す
︒

▢時
�
月

日
︵
月
︶
～

日
︵
金
︶

26

30

午
前


時
半
～
午
後
�
時

分
︵
一

15

部
の
展
示
物
は
午
後
�

時
か
ら
展

示
︶
▢場
区
役
所
�
階
区
民
ホ
ー
ル

▢申
当
日
直
接
会
場
へ

▢問
学
務
課
給
食
保
健
係

☎
(
�
�


�
)
�
�
�
�

えこっくる江東は2月に開館8周年を迎えます。感謝の気持ちを込めて2

月をアニバーサリー月間とし、エコキッズポイントをそれぞれ、展示学習

でワンポイント、環境学習プログラムへの参加でプラスワンポイント、プ

レゼントします！▢時 ▢内 下表のとおり▢場 えこっくる江東(潮見1-29-7)

ほか▢申 1／15(木)9：00から電話でえこっくる江東☎3644-7130

アニバーサリー月間 エコキッズポイント プラスワン！

�
月

▲まつぼっくりでフクロウ作り

※特に記載のない講座は、対象者以外の方(乳幼児等)の入室(参加)はできません。
※同伴保護者1人が引率できるお子さんの人数は講座によって異なります。詳細は問い合わせください。

飲み物、手ふきタオル、
持ち帰り用袋※汚れて
もいい服装で参加

筆記用具、帽子、雨具、
虫よけスプレー、虫さ
され薬、お弁当、飲み
物など

絵本と工作の時間
〜まつぼっくりで
キュートなフクロ
ウ作り〜

持ち物

3歳〜年長児と保護者
10組20人(申込順)

土の中の生き物を
のぞいてみよう

小学3年生以上10人(申
込順、小学生は要保護
者同伴)

対象講座名

無料
部屋いっぱいに広げたすごろくで、
人が駒になってすすむエコゲーム
(所要40分程度▢申 当日直接会場へ)

2／7(土)
10：00〜11：30

2／7(土)
10：00〜15：30

日程

2／21(土)
13：30〜16：00

すごろくでエコを
学ぼう！

絵本の読み聞かせ後に、近くの公園
でまつぼっくりを拾い、キュートな
フクロウを作ろう。

採集道具を作り近所の土の中にどん
な生き物がいるかを顕微鏡等を使い
観察(大人お一人での参加も歓迎)

内容

無料

無料

費用

持ち帰り袋、手ふきタ
オル※汚れてもいい服
装で参加

無料
お茶の葉と土を使ってハンカチの泥
染めに挑戦！

2／28(土)
10：00〜12：00

お茶と土を使った
ハンカチ染め体験

工作から参加、星のお
話から参加ともに、ど
なたでも15人(申込順、
小学生以下は要保護者
同伴)

ぞうきん2枚、セロハ
ンテープ、三脚(お持
ちの方)

1,900円
(工作か
ら参加
の場合
のみ)

望遠鏡工作、星のお話後、晴天時は
望遠鏡で夜空を観察。以前この講座
で望遠鏡を作った方は星のお話から
(16：50ごろ開始予定)講座に参加可
(要望遠鏡持参)▢師 皆川敏春、匠あ
さみ(星のソムリエ)

2／28(土)
15：30〜18：30

望遠鏡工作と
観望会

江戸前・海苔作り
体験
生海苔の手摘み
〜乾燥海苔作り〜

小学生と同伴保護者12
人(申込順、小学4年生
以下は要保護者同伴、
幼児同伴可)

持ち帰り袋、手ふきタ
オル

無料
本物の土で粘土作りに挑戦！土を観
察したり実験もするよ！

2／14(土)
10：00〜12：00

粘土の型あそび

小学生15人(先着順、
小学4年生以下は要保
護者同伴、幼児同伴可)

なし

小学生10人(申込順、
小学4年生以下は要保
護者同伴、幼児同伴可)

小学生と保護者20組40
人(申込順)

お弁当、飲み物、手ふ
きタオル、雨具、防寒
着、持ち帰りビニール
袋、よい止め薬

1組
1,000円
(バス代等)

千葉木更津金田の浜で、生海苔摘み
から伝統的な江戸前海苔作りを体験

▢師 木更津金田漁業組合活性化協議
会

2／14(土)
8：30〜16：20

地域での活動体験(江東区内
で活動中の団体で実践体験)

各施設・団体活
動場所(予定)

2／26(木)〜
3／20(金)
のうち1日

セカンドライフ情報提供など
の講義および先輩活動家の体
験発表

区役所7階会議室
3／7(土)
13：30
〜16：30

基調講演、参加者コミュニケ
ーション、ガイダンス、体験
プログラムの説明

区役所7階会議室
2／14(土)
13：30〜
16：30

内容場所日時

松本すみ子、中野誠
(社会貢献型後見人)

成果共有・講評、市民成年後
見制度、修了証書授与式

江東区文化セン
ター6階会議室
(東陽4-11-3)

3／21(土・祝)
13：30〜
16：30

松本すみ子(シニア
ライフアドバイザ
ー)、区内外の地域
活動経験者

各体験先団体リーダ
ー

昆布山良則(長寿社
会文化協会(WAC)
全国コミュニティカ
フェネットワーク)

講師
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